
 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもの安全安心を阻害する要因を検討し、チェック
リスト(夏編・冬編)をつくりました。これにより、ま
ちが子どもにとって安全かどうかチェックできます。

【活用方法・成果】 
 

 各小学校で活用できる成果とし

て、 
・各小学校区の安全安心に関わる

状況を示す子ども環境マップ 
・子どもの安全安心まちづくりの

ための改善方策 
が得られ、他地域でも活用・展開が

可能な成果としては、 

・子ども環境マップのつくり方 
・まちの安全安心を判断するチェ

ックリスト 
・地域ぐるみでの子どもの安全安

心まちづくりを進める手法 

が得られました。 

【研究の結果】 
 

 小学校での実践を通して、子どもの

遊び場・遊び方・帰宅時間・移動方
法など基本的な生活の様子や、交通

事故などで危ない目にあった場所、
知らない人から声をかけるなどでこ

わい思いをした場所、保護者があま
り行って欲しくないと考えている場

所などについて把握することができ

ました。 
 それらの結果をマップやチェック

リストなどにまとめることによっ
て、対象とした小学校区だけでなく、

他の地域でも活用できるようにして

います。 

【研究の目的と方法】 
 

 子どもが事故や犯罪などに巻き込

まれることなく、安全で安心して生
活できる環境について検討し、その

環境を地域ぐるみの活動によって整
えていくために、旭川市内の2つの

小学校のご協力のもと、 
・子どもの遊び場、事故や犯罪の

危険がある場所などについて

のアンケート調査 
・現地調査 

・ウォッチング 
・ワークショップ 

などの実践を通して、研究を進めま

した。 

   子どもの安全安心まちづくりに関する基礎的調査研究 

担当部科 居住科学部 都市生活科 

子ども環境マップ 

子どもの安全安心を阻害する要因とチェックリスト 

子どもの安全安心まちづくり手法 

車道と歩道が分かれていない

信号･横断歩道がない 

路上駐車が歩道をふさぐ 

周囲からの視線が少ない 

雪山を避け、車道を歩く 

交差点の雪山で見通しが悪い

通学路と車の通勤経路が重なる

周囲の雪山で公園内が見えない

みんなで改善策を検討する

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アンケート結果をマップに示すことにより、地域の中
で子どもが遊んでいる場所、交通事故の危険がある場
所、犯罪により恐い思いをした場所が把握できます。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
道内の様々な地域で、これから子どもの安全安心につ
いて考えていく場合に、どの様に取り組んでいけばよ
いのかを示しました。 

子どもの 
安全安心の

阻害要因 

道路 
・場所や構造 
・運転手のマナー 
・子どもの不注意 
・自転車の乗り方 
・道路への視線の少なさ

・除雪や排雪の状況(冬)

・道路状況(冬) 

交差点 
・場所や構造 
・自動車の運転 
・子どもの不注意 

・除雪や排雪の状況(冬)

公園 
・公園のつくり 
・周辺との関係 
・除雪や排雪の状況(冬)
・子どもの遊び方(冬)

駐車場 
・駐車場と歩道の関係

・場所やつくり 
・用途 
・自動車の運転 

・除雪や排雪の状況(冬)
空き地 

・空き地が連続 

・遊び方(冬) 

地域の交通 
・交通量の多い道路、車

の抜け道、バス道路、
車の通勤経路が通学

路と重なる 

 

②子ども環境マップの作成 

①アンケート等による子どもの生活

環境の把握 

⑦活動の継続 

③現地調査による確認 ④地域ぐるみでのウォッチング

⑤改善策の検討 

⑥改善策の実施に向けた取組み

 
交通事故の危険
がある場所 

子どもが遊んで
いる場所 

犯罪等でこわい
思いをした場所 
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